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介形類Xestoleberis setouchiensisの孵化に着目した幼生発生の追跡
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　介形類は石灰化した二枚貝様の背甲に体全体が覆われ
る小型甲殻類で、あらゆる水圏で繁栄している（Horne 
et al. 2002）。現生介形類の大部分を占めるポドコーパ類
では、第一触角、第二触角、大顎よりなる頭部 3対の付
属肢をもつノープリウス幼生として孵化し、8つの幼生
期を経て成体となるのに対し、Xestoleberis属の幼生期
は 7つと例外的に 1つ少なく、他のポドコーパ類の第 1
幼生である A-8幼生を欠くとされている（Elofson 1941; 
Kesling 1961）。ところが X. hanaiiでは、Okubo（1984）
が他のポドコーパ類と同じく 8つの幼生期が見られると
報告したのに対し、その後、Ikeya and Kato（2000）は
継続的な飼育観察によってこれを否定し、やはり 7つの
幼生期のみとした結果も得られており、この不一致を解
消するには孵化直前の胚や直後の幼生の詳細を調べる必
要が残されていた。そこで本研究では、同属別種である
X. setouchiensisを対象に持続的な飼育を試み、胚や幼生
の発生過程を追跡することにした。Xestoleberis属は、
成体雌が背甲に覆われた後体部のスペースで胚や第 1幼
生を哺育することで知られるが、X. setouchiensisは背甲
が透明であるため、その様子を容易に観察することがで
きる。
　材料は和歌山市加太の城ヶ崎（34°17′09″N, 135°04′11″E）
の磯で採集し、シャーレやマルチウェルプレートに適宜
分けて、約24℃の環境下で飼育した。餌として単細胞緑
藻 Tetraselmis tetratheleを培養し与えた。母親から隔離
した胚や幼生を実体顕微鏡および生物顕微鏡で生体観察
し、一部は 4％パラホルムアルデヒドで固定して、走査
型電子顕微鏡（SEM）で観察した。
　初期胚は将来の腹側が少し窪んだ長径約75 μmのそら
豆形で、発生が進行して窪みが膨らむと 3対の付属肢原
基が現れ、背側で次第に正中眼が明瞭となり、卵殻の剥
離が見られた。やがて、頭尾方向にやや伸長し、付属肢
を動かしながら体全体を覆っていた薄膜を剥落させた。

その後、背甲原基が大きく成長し、二枚貝様の背甲が形
成されると、殻長は約120 μmに達し、第 1幼生となっ
た。一方、卵殻剥離後の胚を SEM観察したところ、背
甲原基や付属肢原基を含む体全体を覆う薄膜が細かく褶
襞していた。さらに、薄膜が一部または完全に剥落した
背甲原基は大きく湾曲し、その表面にはすでに感覚毛が
存在することがわかった。また、第 1幼生では、第一触
角、第二触角、大顎、および小顎原基が形成され、伸展
後に硬化し平滑となった背甲表面には、基部構造の異な
る 2タイプの感覚毛が見られた。
　本研究で観察された、卵殻剥離後も X. setouchiensis
の胚を覆っていた薄膜は、さまざまな甲殻類の胚で見ら
れる卵黄膜に相当すると考えられる（Fritsch et al. 
2020）。しかし、この薄膜はその形状より胚クチクラで
ある可能性も残されているが、いずれにせよ、その薄膜
が剥落してようやく孵化したと言えることを初めて示す
ことができた。X. hanaiiで見られた正中眼が明瞭となっ
た胚は、おそらく孵化前の薄膜に覆われた状態のもので
あって、Okubo（1984）はこれを第 1幼生とし“A-8”
と誤認したのではないかと考えられる。Ikeya and Kato
（2000）はその後の薄膜の剥落や背甲の形成といった孵
化直後の幼生の様子を詳細に観察できていなかったと思
われる。本研究で、X. setouchiensisにおいては、孵化直
後に背甲原基が急速に大きく伸展し背甲が形成されるこ
とで、他の Xestoleberis属で A-7幼生として知られる第
1幼生となることが明らかとなった。
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